


　近年、環境汚染や砂漠化・地球温暖化など、さまざまな環境
問題がテレビや新聞などで大きく取り上げられています。
　世界規模では、異常気象のために大きな被害が相次いでい
るほか、日本でも、夏になるとスコールのような大雨が原因で
洪水の被害がでたり、３０℃を越える真夏日が続いたりと、地球
の異変を身近に感じることが多くなりました。
　今や環境問題は、遠い未来の話ではなく、早急に解決しな
ければならない問題となっています。

　私たちは豊かで便利な生活を求めて、新しい商品を次々と手
に入れ、古くなった物や不便な物はごみとして捨ててきました。
　このようにエネルギーや資源が消費され、環境に大きな負荷
をかける「大量生産・大量消費・大量廃棄」の社会から、「最
適生産・最適消費・少量廃棄」の環境にやさしい循環型社会に
していかなければなりません。

　大切な資源には限りがあります。私たちには美しい自然や貴
重な資源といった財産を次の世代に引き継いでいく義務があり
ます。今、一人一人が「便利であれば良い」や「新しい物が良
い」といった考えを改め、未来の地球環境のためにそれぞれの
生活を見直し、自発的に行動していかなければなりません。

　この冊子は、ごみやリサイクルについて、分別方法や処理方
法、さまざまなデータや中央区の取り組みを盛り込み、ごみ問
題について考えていただくことを目的に作成しました。この冊
子が、皆さんの「循環型社会」への第一歩となれば幸いです。
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第 Ⅰ 章 循環型社会の構築に向けて

循環型社会の形成

　私たちは、たくさんの「モノ｣ に囲まれて暮らしています。そして、たくさんのモノを使い、たくさんの
モノを捨てながら、豊かで便利な暮らしを手に入れてきました。
　しかし、このような暮らしは大量の資源やエネルギーを消費し、大量の廃棄物を発生させ、環境に負荷
を与えてきました。これらの問題を解決するためには、モノを大量に生産し、大量に消費し、大量に廃棄す
る「一方通行の社会」から「循環型社会」に移行していかなければなりません。

「循環型社会」とは、

です。

①製品等が廃棄物となることを抑制し、
②排出された廃棄物はできるだけ資源として活用し、
③どうしても利用できないものは、適正に処分する。
　こうした意識や行動が定着し、天然資源の消費が抑制され環境
への負荷が低減される社会

循環型社会

4

リサイクル工場
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リサイクル工場

ごみの発生抑制
（リデュース：Reduce）

再 使 用
（リユース：Reuse）

再生利用
（リサイクル：Recycle）

熱 回 収

適正処理

区民・事業者・区の役割

区

区民、事業者がごみの減量・リサイクル活動を円滑に実
施できるように支援する
環境への負荷の少ない商品やリサイクル商品を積極的に
使用する
環境に配慮したごみの収集、運搬、資源化、中間処理、
最終処分を実施する

区　　民

すぐにごみになるもの、資源化しにくいものは買わ
ない
環境への負荷の少ない商品やリサイクル商品を積極
的に使用する
リサイクル等にかかる手間を惜しまない
ごみの分別排出を徹底する
地域が実施する集団回収や区が実施する施策に協力
する

事 業 者

自らの事業活動においてごみの発生・排出抑制に努
める
環境への負荷の少ない商品やリサイクル商品を積極
的に使用する
すぐにごみになり、資源化しにくいものは作らない
販売事業者は、容器等の資源物を主体的に回収する
ごみの資源化に努めるとともに、自らの責任で適正
処理をする

第1に… ・ごみになりにくい製品の開発
・マイバッグの活用　など

・フリーマーケットの活用
・リターナブルびんの活用　など

・古紙から再生紙をつくる
・缶を再生し、再び缶をつくる　など

余熱を利用した発電など

最終的に発生したごみ

第2に…

第3に…

第4に…

第5に…

ごみ減量の
取 り 組 み

3R

〔ごみの量〕

「循環型社会｣ を実現するために、次のとおりの優先順位があります。
優先順位
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法体系

循環型社会形成推進基本法

・社会の物質循環の確保
・天然資源の消費の抑制
・環境負荷の低減

循環型社会の形成に関する
基本原則を規定（廃棄物・
リサイクル関連法を束ねる
枠組み法）

一般的な仕組みの確立〈廃棄物の適正処理〉

廃棄物処理法
・廃棄物の発生抑制
・廃棄物の適正処理（リサイクルを含む）
・廃棄物処理施設の設置規制
・廃棄物処理業者に対する規制
・廃棄物処理基準の設定　等

〈再生利用の推進〉

資源有効利用促進法
・再生資源のリサイクル
・リサイクル容易な構造・材料等の工夫
・分別回収のための表示
・副産物の有効利用の促進

グリーン購入法 国等が率先して再生品などの調達を推進

　循環型社会の形成に関する基本的枠組みは「循環型社会形成推進基本法」に規定されています。
　この法律は、環境基本法の基本理念に基づき、廃棄物処理・リサイクル行政の基本的な枠組み法として、
21世紀に日本が歩むべき方向性を示すとともに、形成すべき「循環型社会」の姿を明確に提示しています。
　また、個別法としては、「廃棄物処理法（廃棄物の適正処理）」と「資源有効利用促進法（再生利用の推
進）」が2本柱となっています。そして、個別物品ごとの法制度として、「容器包装リサイクル法」、「家電リサ
イクル法」、「食品ロス削減推進法」などがあり、令和4年4月には素材に着目した包括的な法制度として、
「プラスチック資源循環法」が施行されました。
　さらにリサイクルを需要面から支えることを目的とした「グリーン購入法」も施行されています。

個別物品の特性に応じた法制度

・国民が一体となった食
　品ロスの削減
・食品ロスの削減に関す
　る理解と関心を深める
　ことを目的と
　した「食品
　ロス削減月
　間」の制定

食品ロス
削減推進法

・認定事業者等による使
　用済小型電子機器等の
　再資源化

小型家電
リサイクル法

・関係業者による使用済
　自動車の引取り、フロ
　ンの回収、解体、破砕
・製造業者等によるエア
　バッグ・シュレッダー
　ダストの再資源
　化、フロン
　の破壊

自動車
リサイクル法

食品
リサイクル法

工事の受注者による
・建築物の分別解体等
・建設廃材等の再資源
　化等

建設
リサイクル法

・小売業者による排出者
　からの廃家電4品目の
　引取りと製造業者等へ
　の引渡し
・製造業者等による再商
　品化

家電
リサイクル法

・食品の製造・加工・販
　売業者による食品廃棄
　物等の再生利用等

・市町村による容器包装
　の分別収集
・容器包装の製造・利用
　業者による再商品化

容器包装
リサイクル法

〔素材に着目した包括的な法制度〕

プラスチック資源循環法
・環境に配慮したプラスチック製品の認定
・使用の合理化による消費者のライフスタイル変革の加速
・あらゆるプラスチックの効率的な回収とリサイクルの促進
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基 本 理 念

基 本 方 針
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中央区一般廃棄物処理基本計画
　中央区は、次の基本理念と 3つの基本方針をもとに循環型社会の構築を目指します。

計画期間
　令和3年度～ 12年度までの 10カ年

基本理念・基本方針

ごみ減量に向けて、区民・事業者への効果的な情
報発信や普及・啓発事業を進めるとともに、再生
利用（リサイクル）よりも優先される発生抑制（リ
デュース）・再使用（リユース）の促進を図ります。

家庭ごみに含まれる資源化可能物の分別の徹底、
事業系ごみの自己処理責任に基づく適正排出と
資源化を促進するとともに、集団回収や拠点回
収への認知度の向上と参加促進、店頭回収など
の自主的なリサイクルの促進など、多様なリサ
イクルによる資源循環を促進します。

新型コロナウイルス感染症拡大後の「新しい日常」
や事業活動の変化を見すえつつ、引き続き区民・
事業者・区が一体となって、安心かつ清潔で快適
なまちづくりを進めていきます。

首都東京の中心として発展を続ける中央区において区民・事業者とともに新たな生活・事業
活動に対応した循環型まちづくりを実現し、地球への思いやりを未来に紡いでいきます。

地球への思いやりを未来に紡
つむ
ぐまち　中央区

環境に対する意識啓発と
発生抑制・再使用の促進

多様なリサイクルによる
資源循環の推進

人の環
わ
で築く清潔で快適なまち
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ごみ減量目標
　基本理念の実現に向けて、ごみ減量の数値目標を設定します。

1. 家庭ごみの減量目標

2.  事業系ごみ（区収集事業系ごみ・持込ごみ）の減量目標

3. 目標を達成した場合の年間ごみ量

令和元（2019）年度
（基準年度）

351.7g/人日(※)家庭ごみの排出量
（1人1日当たり）

令和7（2025）年度
（中間目標）
318.2g/人日
(-9.5%)

令和12（2030）年度
（目標）
292.6g/人日
(-16.8%)

食品ロスの削減などの排出抑制行動およびごみと資源の分別徹底を進め、令和12（2030）年度の
家庭から排出される1人1日当たりのごみ量を、令和元（2019）年度比で16.8%削減します。
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(1) 事業用大規模建築物・事業用建築物の再利用率
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0

50,000

100,000

t/年

令和12年度
（目標）

60,853

23,36821,507 23,637

10,492トン
10.3％減量

101,808

84,491

※令和元年度中央区ごみ排出実態調査に基づき算定

年
間
ご
み
量

17,318トン
17.0％減量

家庭ごみ

91,316

事業系ごみ

事業用大規模建築物における令和12（2030）年度の再利用率を令和元（2019）年度の53%
から60%、事業用建築物における令和12（2030）年度の再利用率を令和元（2019）年度の
35.9%から45%に引き上げます。
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接続可能な開発目標（SDGs）
　平成27（2015）年９月、持続可能な開発目標SDGs（Sustainable Development Goals）が国連サミッ
トにおいて全会一致で採択されました。
　SDGsは、令和12（2030）年を期限とする17の目標（ゴール）と169のターゲットからなっています。
　たとえば，「令和12（2030）年までに小売・消費レベルにおける一人当たりの食料の廃棄を半減させる」
というターゲットは，我が国の第四次循環型社会形成推進基本計画の食品ロス削減目標にも反映されて
います。

［ SDGs（持続可能な開発目標）17のアイコンについて ］

ゴール 計画に関連する主なターゲット

すべての人に包摂的かつ公正な
質の高い教育を確保し、生涯学
習の機会を促進する

すべての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネル
ギーへのアクセスを確保する

強靱（レジリエント）なインフ
ラ構築、包摂的かつ持続可能な
産業化の促進及びイノベーショ
ンの推進を図る

包摂的で安全かつ強靱（レジリ
エント）で持続可能な都市及び
人間居住を実現する

気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用する

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

持続可能な生産消費形態を確保
する

4.7　教育を通して持続可能な開発に必要な知識・技
　　 能を得られるようにする

7.2　再生可能エネルギーの割合を増やす

9.4　資源利用効率の向上とクリーン技術及び環境に
　　 配慮した技術・産業プロセスの導入拡大により
　　 持続可能性を向上させる

11.6　大気や廃棄物を管理し、都市の環境への悪
　　　 影響を減らす

12.3　世界全体の一人当たりの食料廃棄を半減させ、
　　　生産・サプライチェーンにおける食品ロスを
　　　減らす
12.5　廃棄物の発生を減らす

13.2　気候変動対策を政策、戦略及び計画に盛り込む

14.1　海洋汚染を防止・削減する

17.17　効果的な公的・官民・市民社会のパートナー
　　　  シップを推進する



計画の基本体系
①情報発信の充実【重点・継続】

②子どもの頃からの意識啓発

③リサイクル･環境の活動拠点の活用

④事業者等との連携と働きかけ

②使い捨てプラスチック類の削減【重点・新規】

①食品ロスの削減【重点・新規】

③再使用（リユース）の促進

①環境マネジメントシステム（EMS）の運用

②再生品の利用促進

（1）区民・事業者への
意識啓発

（1）安心で清潔なまち
づくりの推進

（2）発生抑制・再使用
の促進

（3）事業者としての
区の取り組み

（1）資源分別の徹底

（2）事業系ごみの適正
処理と循環利用の
促進

（3）多様な資源回収の
推進

（3）環境負荷の低減

（2）交流・連携の促進

③集積所の美化の推進

④有害物・危険物の排出方法の周知徹底【新規】

①安心・安全なごみ収集・資源回収のありかたの
　検討【重点・新規】

④リサイクル推進協力店制度の見直し【新規】

③拠点回収の推進

②粗大ごみ等からの資源回収の拡大

①集団回収の促進

④資源化ルート等の確保に対する検討

③食品廃棄物の削減【重点・継続】

②小規模事業所への排出指導の充実【重点・継続】

②紙類の分別の徹底【重点・継続】

①分別に対する意識の向上と排出指導の充実

①事業用大規模建築物･事業用建築物への指導･ 
助言の充実【重点・継続】

②まちの美化の推進

③プラスチック製容器包装などの分別の徹底
【重点・継続】

①区民・事業者等との交流・連携の促進【重点・継続】

①収集・運搬体制における環境負荷の低減

②中間処理・最終処分における環境負荷の低減
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重点的な取り組み
　循環型社会に向けて、以下のことに重点的に取り組みます。

1．情報発信の充実

　広報紙、ホームページの充実／「エコまつり」等イベントの開催／「ごみ減量・リサイクルアドバイ
ザー」の派遣／外国語版パンフレットの充実　など

2．食品ロスの削減

　食品ロスの削減に向けた取り組みの広報・啓発の推進／「フードバンク」や「フードドライブ」に
ついての情報提供／「食べきり協力店」等の実施による事業系食品ロスの削減　など

3．使い捨てプラスチック類の削減

　マイバッグ・マイカップ・マイボトルの利用など使い捨てプラスチック類削減の推進　など

4．紙類の分別の徹底

　雑紙（ざつがみ）類のリサイクルのPR／雑紙の分別の啓発　など

5．プラスチック製容器包装などの分別の徹底

　プラスチック製容器包装、金属製のなべ・やかん等の資源化の促進　など

6．事業用大規模建築物・事業用建築物への指導・助言の充実

　再利用計画書や再利用実績表に基づく指導・助言、立入検査の充実　など

7．小規模事業所への排出指導の充実

　区収集ごみに排出している小規模事業所への分別指導／収集委託化の促進　など

8．食品廃棄物の削減

　飲食店など食品関連事業者に対する情報提供などによる生ごみ減量の促進　など

9．安心・安全なごみ収集・資源回収のありかたの検討

　安全で安定的なごみ収集・資源回収のあり方について検討／高齢者世帯等に対する「ふれあい収集」
の一層の推進　など

10．区民・事業者等との交流・連携の促進

　「リサイクルハウスかざぐるま」や「環境情報センター」を拠点とする区民・事業者・団体等の交流と
連携の促進　など

11
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中央区のごみと資源の現状

ごみ収集量の推移

粗大ごみ

燃やさないごみ

燃やすごみ

23区と中央区のごみ収集量の推移

23区ごみ量

単位：t（トン）
平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度

※端数処理のため、内訳と合計が一致しない場合があります。
※家庭系・事業系の各ごみ量は、平成30年度までは「平成26年度中央区ごみ排出実態調査」による比率を、令和元年度以降
　は「令和元年度中央区ごみ排出実態調査」による比率を基に算出しました。

　令和３年度に中央区で収集したごみ量は35,954ｔ(事業系含む)。このうち、家庭から出たごみ量は
21,424tなので、区民一人当たりに換算して計算すると、
年間 約125㎏ → 1日にすると 約342g のごみを出している計算になります。

（令和３年 10 月 1 日現在の人口171,401人で算出）

ごみ収集 運　搬 中間処理 最終処分場へ
―　例（燃やすごみの場合)　―

ごみの処理費用
　令和３年度における23区全体のごみの処理に要する費用は、
ごみの量1トン当たり・・・

平成29年度以降のごみの収集量は、23区では、令和元年度と令和２年度は前年度より増加しているもの
の、平成29年度と令和３年度を比較すると減少しており、中央区では、ほぼ横ばいで推移しています。またご
みの種類別(平成29年度と令和３年度の比較)で見てみると、燃やさないごみと粗大ごみは平成29年度より
令和３年度の方が多い一方で、燃やすごみは減少しています。

燃やすごみ
　　　　家庭系
　　　　事業系
燃やさないごみ
　　　　家庭系
　　　　事業系
粗大ごみ

33,357
19,047
14,310
1,352
786
567
1,674

32,918
18,796
14,122
1,494
868
626
1,908

32,499
18,557
13,942
1,405
817
589
2,050

32,873
15,121
17,751
1,377
626
750
1,502

33,128
15,239
17,889
1,358
618
740
1,428

合　計
　　　　家庭系
　　　　事業系

36,384
21,507
14,877

36,320
21,572
14,748

35,954
21,424
14,531

35,751
17,250
18,501

35,915
17,286
18,629

23 区ごみ量 1,782,161 1,821,459 1,767,3101,766,1771,782,644

約67,774円 かかっています。

67,774円

区
央
中

区
23

処理費用とは、ごみの収集から運搬・最終処分までにかかる費用のことをいいます。
♦ ひとことメモ ♦
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23 区ごみ量 1,782,161 1,821,459 1,767,3101,766,1771,782,644

約67,774円 かかっています。

67,774円

区
央
中

区
23

処理費用とは、ごみの収集から運搬・最終処分までにかかる費用のことをいいます。
♦ ひとことメモ ♦
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※１ 缶類、金属製のなべ・やかん・フライパン
※２ 食品用発泡スチロールトレイ、廃食用油、布類、電池類、蛍光管、水銀使用製品、小型家電

資　源
（1）回収種類別資源回収量の推移

（2）令和３年度資源回収品目別の回収量

資源回収品目別の回収量

（3）紙類回収量の内訳
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集積所回収、町会・自治会等で協力して資源
の回収を行う集団回収、区の施設等で回収を
行う拠点回収、区の集積所に出された粗大ご
みから、小型家電を選別し、資源の回収をす
るピックアップ回収と、4つの形態で資源の
回収を行っています。
　左のグラフは過去 5年間の資源回収量を表
しています。
　平成 26年度から小型家電、平成 28年度か
らは体温計・血圧計・温度計（水銀式のもの）
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加傾向にあります。
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ピックアップ回収
拠点回収

集積所回収

0

1

2

3

4

5

6

7

8

紙類 ビン類 金属類 ペットボトル プラスチック製
容器包装

その他
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段ボール
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1,784,113

雑誌・雑紙
2,100,460

紙パック
11,039

その他 30



ごみの量を減らそう・繰り返し使おう・資源として活かそう

実践してみよう！

　3Ｒとは　
　循環型社会を実現するためには、何より私たち一人一人がごみを出さないように取り組むこと
（Reduce：リデュース）。それでも不用なものが出てしまう時は、ごみとして捨ててしまう前に、もう
一度繰り返し使えるかどうかを考え、再使用すること（Reuse：リユース）。そして、どうしても再使用
できない場合は、きちんと分別して再び資源として利用する（Recycle：リサイクル）ことが必要です。
　この３つの行動が、ごみ減量につながり、循環型社会への一歩となります。

  そのキーワードが ･･･

Reduce：リデュース（P.14 参照）
Reuse：リユース（P.15 参照）
Recycle：リサイクル（P.15 参照）の頭文字をとった、
「 3R（スリーアール）」です。

Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）→ごみの発生抑制

３Ｒ（スリーアール）の推進

　まず、一番大切なのが第１のＲである Reduce（リデュース）。つまり、ごみを出さないことです。
　皆さんは次のような経験はありませんか。割り箸やスプーンなど無料でもらえるものは良く考えずにも
らってしまう。バーゲンなどで値段が安くなっていると、買うつもりがなかったものまで買ってしまう。
無駄だと分かっていても、買ったときにきれいに包装してもらう。
　どうですか？こんな経験はありませんでしたか。このような小さな行動の積み重ねが、大量のごみを発生
させる大きな原因となっているのです。
　こうならないためにも、“不用なものは持たない、買わない、もらわない、作らない ” つまり、ごみを
発生源から断つことが大切なのです。

　実践してみよう！

☆マイバッグ・マイカップ・マイボトルを利用する。
☆余分な袋や過剰包装は断る。
☆使い捨ての商品はなるべく買わないようにする。
☆食べ残しをしない。
☆フードドライブを利用する。
☆生ごみは、水分を切って捨てる。
☆物を買うときは、長く使えるもの、修理可能なものを選ぶようにする。

♦ ひとことメモ ♦　～生ごみ水切りダイエット～
　私たちが毎日出している生ごみには多くの水分が含まれています。水分が多いと重量が増すばかりでなく、
悪臭や腐敗の原因にもなります。生ごみの水分を切ることは、ごみの減量だけでなく、収集効率や清掃工場で
の焼却効率も向上するため、省エネルギーにつながります。
　生ごみは、ごみに出す前に日光にあてて乾燥させたり、手でしぼる。
　皆さんの家庭で１日１回、生ごみの水分を２０ml 減らすことで、年間約721トン ( ※ ) の生ごみを減らすこ
とができます。ごみ減量のために、「生ごみ水切りダイエット」に取り組みましょう！
※令和5年１月１日現在の世帯数98,723世帯　２０ml×98,723世帯×３６５日
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実践してみよう！

　実践してみよう！

☆ビールびん、牛乳びん、酒びんなど、繰り返し使うことが出来る容器（リターナブルびん）を選ぶ
ようにする。
☆フリーマーケットやリサイクルショップを活用する。
☆不用になったものを欲しい人、必要としている人に譲る。

※リサイクルハウスかざぐるま（P.38参照）や不用品交換システム（P.37参照）など区の事業を利用することも
できます。

Ｒｅｕｓｅ（リユース）→　再使用

　第３のRは、Recycle（リサイクル）。つまり、資源として集めたものを新たな製品の原料や材料として、
再び利用することです。
　今まで、出来るだけごみになるものを減らし（リデュース）、使えるものは再使用する（リユース）、と
いうことをしても、人間が生活していると最終的にはどうしてもごみとなってしまいます。しかし、その
ごみも何でもごちゃ混ぜにして捨てずに素材ごとに分ければ、原料としてもう一度使えるものがたくさん
あります。
　資源にできるものを焼却したり、埋め立ててしまうとせっかくの資源が無駄になってしまい、新たに資
源を調達しなければなりません。ごみを焼却するにも経費がかかり、埋め立てる場所も少なくなってきて
います。また、当然のことながら地球環境にも負荷をかけることになります。
　リサイクルは、ごみの分別なくしては成り立ちません。資源は資源としてきちんと分ける。分けて出
すまでが使った人の責任です。皆さん、ごみと資源の分け方･出し方（P.44～P.47参照）のルールに従っ
て、ごみと資源をきちんと分けて出しましょう。

　第 2のRは、Reuse（リユース）。つまり、何回も繰り返し使うことです。
　皆さんは、使わなくなったからといって、安易に捨ててしまってはいませんか。捨てるのは簡単です。
　ごみにしてしまう前に使えるものを次の人につなげられないでしょうか。自分が要らなくなったもの
でも、必要としている人がいるかもしれません。フリーマーケットに出品したり、リサイクルショップ
に買い取ってもらう。あるいは、不用品交換の掲示板を通じて欲しい人・必要な人に譲ることで繰り返
し使えることが出来るかもしれません。
　ものは、貴重な地球の資源から作られています。必要な人に譲るなど、一つのものを繰り返し使う姿
勢がものを大切にする心を育みます。ものを大切にし、何かの役に立って欲しい「もったいない」とい
う気持ちを持つことがReuse（リユース）につながる第一歩です。

Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）→再生利用

　実践してみよう！

☆地域の集団回収や拠点回収に協力する。
☆分別ルールに従って、ごみと資源を正しく分ける。
☆リサイクルされた商品（再生品）を積極的に使用する。
　（紙やプラスチックなどをリサイクルしてできたノートやボールペンなど、環境に優しいエコマークや
グリーンマーク等（P.24参照）が入ったものを購入する。）
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処理の流れ

　3R（スリーアール）を心がけることによって、ごみとして出すものは、かなり減らすことができます。
　しかし、それでもごみは出てしまいます。出てしまったごみを処理する段階で求められるのは、ごみの
性質に応じて、安全かつ適正な処理をすること。そして、その処理に伴い発生するエネルギーを有効活用
することです。
　中央清掃工場では、ごみを焼却する際にダイオキシン類などの環境汚染物質の排出を抑え、ごみを焼却
する時に出る熱エネルギーを施設の熱源として利用したり、発電を行うなど、ごみ処理に伴い発生する
エネルギーの有効活用を図っています。

　   中央清掃工場

【施設の概要】
所 在 地 中央区晴海五丁目２番１号
敷地面積 約29,000㎡

規　　模
工場棟 鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄骨造

地下1階・地上5階

煙突 外筒支持ステンレス製内筒型
高さ177.5メートル

焼 却 炉 全連続燃焼式火格子焼却炉
処理能力
排ガス
処理方式

ろ過式集じん器、排ガス洗浄塔、
触媒塔

発電能力

600t/日（300t/日・炉×2炉）

15,000kW（抽気復水タービン）

収集 ･運搬

中 間 処 理

燃 や す ご み

適　正　処　理

16

　現在、区内には約6,000カ所の集積所があります。収集回数は、燃やすごみ- 週２回、燃やさないごみ- 
週１回、プラマーク- 週１回、資源- 週１回を基本にしています。また、家庭から排出された粗大ごみは
事前申込みにより、有料で収集しています。
　収集・運搬業務は、中央清掃事務所で行っています。

　現在、ごみの中間処理は 23 区共同で設置している東京二十三区清掃一部事務
組合が行っており、23区全体との連携と調整を図りながら実施しています。中間処理については、燃や
すごみ・燃やさないごみ・粗大ごみでそれぞれ処理の形態が異なります。

【公害防止対策】
　燃焼温度の適正な管理と最新の設備により、公害防止対策には万全を期しています。
　大気汚染物質については、大気汚染防止法に定められている規制値よりさらに厳しい自己規制値を設け、
これを遵守しています。また、ダイオキシン類に関し、煙突からの排ガス・飛灰・焼却灰中のダイオキシン
類濃度については、ダイオキシン類対策特別措置法に定める規制値を、工場からの排水中のダイオキシン
類濃度については下水道法に定める規制値を遵守しています。
※測定値については、広報紙「区のおしらせ　ちゅうおう」や東京二十三区清掃一部事務組合のホームページ

※ほっとプラザはるみは晴海地域交流センターへとリニューアル工事中（令和5年10月開設予定）

（https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/）によりお知らせしています。

　余 熱 利 用
　中央清掃工場では、1日当たり600t の燃やすごみを焼却する能力を持っています。そして、ごみを
焼却する際に出る熱エネルギーを、有効に利用しています。
　清掃工場では、熱エネルギーから蒸気を発生させ、蒸気タービン発電機で発電をしています。これに
より、工場内の電力をまかなうとともに、隣接する晴海地域交流センター（旧ほっとプラザはるみ）に
も供給し、余った電力は電力会社に売却します。また、この蒸気は工場内と晴海地域交流センター（旧
ほっとプラザはるみ）での給湯や冷暖房にも利用されるほか、新たに整備する晴海西小学校および晴海
西中学校の温水プールでの利用を予定しています。
　このように、最終的に残ってしまったごみについても、焼却に伴う熱エネルギーを回収し、発電や余
熱利用という別の形で利用することで、資源として有効活用しています。
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※ほっとプラザはるみは晴海地域交流センターへとリニューアル工事中（令和5年10月開設予定）

（https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/）によりお知らせしています。

　余 熱 利 用
　中央清掃工場では、1日当たり600t の燃やすごみを焼却する能力を持っています。そして、ごみを
焼却する際に出る熱エネルギーを、有効に利用しています。
　清掃工場では、熱エネルギーから蒸気を発生させ、蒸気タービン発電機で発電をしています。これに
より、工場内の電力をまかなうとともに、隣接する晴海地域交流センター（旧ほっとプラザはるみ）に
も供給し、余った電力は電力会社に売却します。また、この蒸気は工場内と晴海地域交流センター（旧
ほっとプラザはるみ）での給湯や冷暖房にも利用されるほか、新たに整備する晴海西小学校および晴海
西中学校の温水プールでの利用を予定しています。
　このように、最終的に残ってしまったごみについても、焼却に伴う熱エネルギーを回収し、発電や余
熱利用という別の形で利用することで、資源として有効活用しています。

羽田空港

多摩川

平和島

大井ふ頭

青海

台場

有明

芝浦ふ頭

トンネル

トンネル

トンネル

中央防波堤

新木場

豊洲

荒

　川

昭和59年4月～平成3年11月
（約168万トン）

昭和48年12月～昭和62年3月
（約1,230万トン）

14号地［江東区夢の島］
昭和32年12月～昭和42年3月

（約1,034万トン）

【埋立時期と埋立量】 8号地［江東区潮見］

15号地［江東区若洲］
昭和40年11月～昭和49年5月
（約1,844万トン）

中央防波堤外側埋立処分場
昭和52年10月～

東　京　港東　京　港

羽田空港

多摩川

平和島

大井ふ頭

青海

台場

有明

芝浦ふ頭

トンネル

トンネル

トンネル

中央防波堤

新木場

豊洲

荒

　川

羽田沖［大田区羽田空港］
昭和59年4月～平成3年11月

（約168万トン）

中央防波堤内側埋立地［江東区海の森］
昭和48年12月～昭和62年3月

（約1,230万トン）

14号地［江東区夢の島］
昭和32年12月～昭和42年3月

（約1,034万トン）

【埋立時期と埋立量】 8号地［江東区潮見］
昭和2年～昭和37年12月
（約371万トン）

15号地［江東区若洲］
昭和40年11月～昭和49年5月
（約1,844万トン）

中央防波堤外側埋立処分場〔その2〕
昭和52年10月～

新海面処分場
〔土砂系〕

新海面処分場
〔土砂系〕

新海面処分場〔廃棄物系〕
平成10年12月～

新海面処分場〔廃棄物系〕
平成10年12月～

燃やさないごみ 民間の廃棄物処理施設
　本区では、燃やさないごみは、リサイクル率の向上とごみの減量化を図るため、令和２年度から民間の
廃棄物処理施設に搬入し選別したのち、水銀含有廃棄物および金属類は原料として回収するとともに、そ
の他のガラス・陶磁器等は破砕し、RPFやフラフ等の燃料にして資源化しています。
※RPF…ペレット状に圧縮した固形燃料　フラフ…シート状のものを細かく裁断した燃料

粗　大　ご　み 月島粗大中継所 粗大ごみ破砕処理施設（一部は直接民間の廃棄物処理施設）
　本区では、粗大ごみは、月島粗大中継所に搬入したのち、小型家電をピックアップして民間の廃棄物処
理施設に搬入し、原料として資源化しています。それ以外の粗大ごみは粗大ごみ破砕処理施設に搬入し、
破砕および減容して資源物（鉄分･アルミニウム）を回収したのち、燃えるものは清掃工場へ運び焼却処
理を行い、燃えないものは埋立処分をしています。また、収集した一部の粗大ごみは、リサイクル率の向
上とごみの減量化を図るため、令和４年度から民間の廃棄物処理施設に搬入し選別したのち、水銀含有廃
棄物および金属類は原料として回収するとともに、それ以外はRPFやフラフ等の燃料にして資源化してい
ます。

　清掃工場で焼却処理した後の灰は、セメントの原料にし、建設資材等として有効利用されるほか、一
部の焼却灰とともに埋立処分されます。
　新海面処分場は、東京港に確保できる最後の処分場と言われています。この貴重な処分場を一日でも長
く使用していくため、一層のごみの発生抑制、減量･リサイクルが求められています。
　23区では、平成20年度から廃プラスチック類の サーマルリサイクル（P.22 参照）を本格実施し、プラ
スチックごみやゴム･皮革製品を燃やさないごみから燃やすごみに変更しました。中央区では、平成21年度
からプラスチック製容器包装を資源として集積所回収するなど可能な限りリサイクルを進め、最終処分場
のさらなる延命を図っています。

最 終 処 分
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【水銀を含むごみに注意！】
　23区内の清掃工場で、水銀が混入したごみが原因で焼却炉が停止する事態が発生しています。
　清掃工場の焼却炉が停止すると、23区全体のごみの処理など区民生活に重大な影響を及ぼし、復旧す
るまでに多くの時間と多額の費用がかかります。
　正しい分別方法でごみを出すようご協力をお願いします。（「水銀を含むごみ」の出し方はP.44 を参照）
　また、家庭から出る体温計・血圧計・温度計［水銀式のもの］は、拠点回収にて回収を行っています。
（拠点回収（体温計・血圧計・温度計［水銀式のもの］）はP.27 を参照）



月島粗大
中継所

民間業者・
問屋

再生利用

焼却

可燃物

ガラス・陶磁器等

燃やすごみ

中央清掃工場

民間の廃棄物処理施設

粗大ごみ破砕処理施設
燃やさないごみ

粗大ごみ

資　源

ごみと資源のゆくえ

破砕選別

水銀含有廃棄物・金属類
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有効利用

再生利用

再生品

有効利用

中央防波堤

外側埋立処分場・

新海面処分場
清掃工場

セメント工場 セメントの
一部原料

有効利用
セメント工場 セメントの

一部原料

電気熱エネルギー回収

東京港内における
最後の埋立処分場です

電気事業者へ

再生利用

RPFやフラフなどの燃料

原料として回収

鉄・アルミニウム回収



　紙類のリサイクル
　紙は、植物繊維から作られており、再生に適した資源です。古紙利用製品の需要が高まれば、生産と流
通は促進されます。使い終わった紙や紙製品は捨てずに資源として出し、率先して再生品を使用すること
が大切です。

リサイクルのしくみ

♦ ひとことメモ ♦ ～カレットって？～

　カレットとは、ガラス溶融時に原料に加えて使用するガラスくず全般のことをいいます。資源として回収され
たワンウェイびんや再使用できなくなったリターナブルびんなどは、色別に分類後、小さく破砕されカレットに
なります。
　カレットはバージン原料よりも低温で溶けるため、新しいびんを作るのに資源･エネルギーの節約になります。
また、新しいびんを作る以外にも、舗装道路などの土木資材や断熱材などにも再利用されています。

　びんのリサイクル
　ガラスびんは、ビールびんや一升びんなど洗って何度も繰り返し使用できるリターナブルびんと、ドリン
ク剤など１回限りの使用のワンウェイびんに区別されます。
　近年、リターナブルびんに比べ、ワンウェイびんの使用が増え、ごみとして排出されています。しかし、
ワンウェイびんもきちんと資源として集め、粉々に砕いてカレットとして利用すれば、新しいびんや建築
資材などに生まれ変わることが出来ます。

収集・運搬

直納問屋
製紙メーカー

再生品
（トイレットペーパー、
新聞紙、ティッシュなど）

収集・運搬

製びん工場

洗浄・びんづめ工場

［リターナブルびん］
製造メーカー

［ワンウェイびん］
カレット工場集積所回収

集団回収

集団回収
拠点回収
集積所回収

新聞

段ボール

雑誌・雑紙

飲料用
紙パック

♦ ひとことメモ ♦　～紙ごみ減量作戦～

　令和元年度に実施した「ごみ排出実態調査」によると、家庭から排出された燃やすごみのうち16.6％が資
源化可能な紙類でした。
　紙類はきちんと分別をすれば、その多くが資源として新しい製品に生まれ変わることができます。紙類の中
には、燃やすごみと間違えやすいティッシュ箱やはがき、封筒やお店でもらう紙袋などの「雑紙（ざつがみ）」
があります。これらをきちんと分別して、ごみ減量につなげましょう！
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　缶のリサイクル
　飲料缶・缶詰、海苔や菓子の缶など私たちの生活に身近な缶は、貴重な資源として 9 割以上がリサイク
されています。
　これらの缶を一回使っただけで捨ててしまうのは、ごみが増えるばかりでなく、資源やエネルギーを無駄
使いしていることと同じです。

　布類のリサイクル
　私たちの生活から多く出る布類は、ほぼ100%リサイクル可能な資源です。
　不用な布類も集団回収や拠点回収を利用すると、綿に戻してじゅうたんの裏地や断熱材などに再生され
たり、まだ着られるようなものは海外へ輸出して再利用されます。

小型家電のリサイクル
　携帯電話、携帯音楽プレーヤーなどの小型家電は、貴金属やレアメタルなどの有用金属を含んでおり再資
源化に適した資源です。小型家電に含まれる金･銀･銅などは様々な製品の原料として再利用されています。

【注意】下記のものは、リサイクルできません。
リサイクルできない主な製品 出し方

革製品、雨がっぱ、ストッキング、スキーウェア、ぬいぐるみなど 燃やすごみへ
布団、座布団、毛布、マットレス、じゅうたん、カーペットなど 粗大ごみへ

収集・運搬拠点回収

リサイクル工場収集・運搬収集・運搬粗大ごみ

宅配回収（P33参照）

「月島粗大
　中継所」

金
きん

銀
ぎん

銅 など
どう

収集・運搬

資源化施設
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収集・運搬

仕切り問屋

加工業者

●反毛（綿に戻す）
座布団の中の中綿、
断熱材、軍手など

●ウエス
（工場用雑巾など）

古着として海外へ輸出

まだ着られるもの

集団回収・拠点回収

アルミ製錬所

収集・運搬

中間処理 電炉 建築資材など

新しい缶
スチール缶の
マーク

アルミ缶の
マーク

集積所回収

集団回収



消費者

店頭へ

再資源化施設

お　店

家　庭
集積所回収・拠点回収・集団回収など

収集・運搬

中間処理業者

再生品

マテリアルリサイクル
※2

※3

使い終わったプラスチック製容器包装・
ペットボトルはごみとして捨てず、

きちんと分別して出せば、
資源として新たな製品に生まれ変わります。

※プラスチック製容器包装とは、商品を入れるプラスチッ
ク製の「容器」や商品を包む「包装」で、中身の商品を
出したり、使ったりした後に不用になるものです。

ケミカルリサイクル

　プラスチックのリサイクル

▼※１

※ほっとプラザはるみは晴海地域交流センターへとリニューアル工事中（令和５年10月開設予定）

サーマルリサイクルとは
廃棄物を焼却する際に発生する熱エネルギーを利用したり、廃棄物を固形燃料にして利用することをいい
ます。中央清掃工場では、晴海地域交流センター（旧ほっとプラザはるみ）の施設や清掃工場の発電設備
などに利用しています。

▼※２マテリアルリサイクルとは
廃棄物を材料別に分けて溶かし原料に戻して、再利用することをいいます。

▼※３ケミカルリサイクルとは
廃棄物に熱や圧力を加え、元の酸素や水素などの基礎化学原料に戻して、再生利用することをいいます。
現在そのリサイクルの手法としては、プラスチックのコークス炉化学原料化、ガス化による化学原料化、
油化、高炉還元剤としての利用などがあります。

♦ ひとことメモ ♦　～リサイクル？～※１・２・３

プラスチックは、軽くて強く、錆びたり腐ったりしないうえ、色や形など自由に加工できるという優れた
特徴のある材質であるため、さまざまなところで利用されています。しかし、たくさん使われるようになると、
使用後にごみとして捨てられる量も多くなり、長い間分解しないプラスチックごみは問題となっていました。
そこで中央区では平成18年度から、ペットボトルを資源として集積所で回収するとともに、平成20年度

から、プラスチックごみ等（ペットボトルを除く。）のサーマルリサイクル※１をはじめました。
さらに、平成21年度からプラスチックごみのうちプラスチック製容器包装を資源として集積所で回収する

ことにより、原料の石油の使用量を減らしたり、新しい製品を作るのに必要なエネルギーを削減するなど、さら
なる資源の有効活用を進めています。
また、近年では陸から海に流出したプラスチックが地球規模で広がり、海洋を汚染し、生態系にも影響を与え
ています。海洋プラスチックは国際的な問題となっており、プラスチックの排出抑制や資源循環を図るなど、
その対策が世界的に行われています。こうした中、国は「３Ｒ＋Renewable（代替素材）」を基本原則とする
「プラスチック資源循環戦略」を策定し、レジ袋の有料化（無償配布廃止）を開始するとともに、令和４年４月
には「プラスチック資源循環法」を施行して、市区町村によるプラスチックの分別収集・リサイクルの推進や
環境に配慮したプラスチック製品の認定などを定めました。東京都でも「プラスチック削減プログラム」を策定
し、2030年に廃プラスチック焼却量の40％削減を目指すなど様々な取り組みが行われています。

水銀製品のリサイクル

リサイクル工場
セメントの一部原料
鉄製品（鉄鋼）
蛍光管材料など

収集・運搬
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水銀は、乾電池（一次電池）、蛍光管や体温計・血圧計など、私たちの暮らしの中で広く使われています。しかし、水銀
は有害な物質でもあり、正しく排出しないと、大気や水を通じて健康被害や環境汚染をもたらすおそれがあります。
中央区では、適正排出と資源化の拡充を図るため、平成28年度から体温計・血圧計・温度計（水銀式のもの）を拠点回収しています。


